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２あおもり

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
の
本
会
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協

力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
政
権
が

交
代
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
政
権
に
よ
り
、

地
域
社
会
や
国
民
生
活
に
お
け
る
様
々
な
不

安
要
因
を
取
り
除
き
、
安
心
で
き
る
国
民
生

活
を
守
る
た
め
の
政
治
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
十
カ
月

余
が
経
過
し
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
本
格

的
な
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活

再
建
、
被
災
企
業
へ
の
支
援
、
農
林
畜
水
産

物
の
風
評
被
害
対
策
、
観
光
産
業
対
策
等
、

ま
だ
ま
だ
課
題
も
数
多
く
あ
り
、
地
域
の
再

生
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
は
円
高
・
デ
フ
レ
基
調
が

続
く
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
財
政
健
全
化

や
地
域
主
権
改
革
は
も
と
よ
り
、
震
災
か
ら

の
復
興
や
医
療
・
介
護
、
年
金
と
い
っ
た
安

定
的
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
な
ど
、
こ
の

国
の
行
く
末
を
左
右
す
る
極
め
て
重
要
な
政

策
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
町
村
も
ま
た
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
、
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
施
策

を
展
開
し
、
豊
か
な
住
民
生
活
と
個
性
溢
れ

る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
会
で
は
町

村
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
要
請
活
動
等
を
通
し
、
町
村
の
声

を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
、
本
会
と
県
、
市
長
会
の
合
同

に
よ
り
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
震
災

の
復
興
対
策
や
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強

化
な
ど
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
民
主
党
並
び
に
自
民
党
、
関
係
省

庁
に
対
し
重
点
施
策
の
要
請
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
長
会
議
で
は
本
会

か
ら
の
提
言
事
項
を
県
に
説
明
し
た
ほ
か
、

昨
冬
の
豪
雪
等
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
や
、

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画

【
後
期
】（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
も
、
適
時
適

切
な
要
請
活
動
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
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今
後
と
も
町
村
の
立
場
か
ら
、
県
並
び
に

国
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
主
張
し
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
、
着
実
に
実
効
あ
る
施
策

を
展
開
し
、
目
に
見
え
る
形
で
成
果
を
あ
げ

る
よ
う
改
め
て
強
く
主
張
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
年
十
二
月
で
、
東
北
新
幹

線
全
線
開
業
か
ら
早
く
も
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
そ
の
開
業
効
果
を
最
大
限
に
活
か

し
継
続
す
る
た
め
、
各
町
村
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
本
会
で
は
、
町
村
が
持
つ
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
物
産
等
多
彩
な
魅
力
の
活
用

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
観
光
客
の
増

大
等
を
図
る
た
め
の
事
業
に
対
し
、
市
町
村

振
興
協
会
の
支
援
も
得
な
が
ら
助
成
す
る

「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
」
を
実
施
し
、
支

援
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
町
村
が
自
主

的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可

欠
で
あ
り
、
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
が

図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
、
地
方
交
付
税
制
度
を
堅
持
し
、

財
源
保
障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
を
よ
り
強

化
す
る
た
め
、
三
位
一
体
改
革
で
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
増
額
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
、
一
月
下
旬
か
ら
二
月
に
か
け
て
、

二
十
五
年
度
税
制
改
正
大
綱
や
、
政
府
予
算

に
お
け
る
地
方
財
政
対
策
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
、
厳
し
い
地
方
税
収
の
減
少
や
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減

な
ど
疲
弊
し
た
地
方
財
政
に
配
慮
し
、
財
政

力
の
弱
い
自
治
体
に
適
切
に
措
置
す
る
こ
と

を
、
引
き
続
き
国
に
求
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
止
が
議
論
さ
れ
て
い
る
自
動
車

取
得
税
の
交
付
金
は
、
町
村
に
と
っ
て
貴
重

な
財
源
で
あ
り
、
自
動
車
重
量
税
譲
与
税
と

と
も
に
、
見
直
す
際
は
、
代
替
財
源
が
確
実

に
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
例
外
な
く
関
税
や
規
制
を
撤
廃
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
林
漁
業
だ
け
で
な
く
、
地

域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く
な
ど
、
我
が

国
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
ま
せ
ん
。
国
民

の
命
を
支
え
る
農
林
水
産
業
と
国
土
・
自
然

環
境
を
守
り
、
伝
統
・
文
化
を
育
む
農
山
漁

村
の
再
生
・
活
性
化
こ
そ
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
本
会
と
し
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
現
状
で
の
参
加
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
と

輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向
け
、
今
後
と
も
、

町
村
長
相
互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
と

し
、
直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果
敢
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
を
は
じ
め
全
国
町

村
会
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
山
積
す
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
活

動
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
益
々
の
御

健
勝
と
御
活
躍
、
ま
た
地
域
社
会
の
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新春のお慶びを申し上げます
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4あおもり

の
復
興
を
図
る
と
と
も
に
、
全

国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一
．
真
の
地
方
分
権
改
革
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
交
付
税
を
復
元
・
増
額

す
る
と
と
も
に
、
財
源
調
整
・

財
源
保
障
の
両
機
能
を
堅
持
す

る
こ
と
。

一
．
自
動
車
取
得
税
及
び
自
動
車

重
量
税
を
見
直
す
際
は
、
町
村

の
代
替
財
源
の
確
保
を
前
提
と

す
る
こ
と
。

一
．
食
料
・
木
材
自
給
率
の
向
上

に
よ
り
、
農
山
漁
村
の
再
生
・

活
性
化
を
は
か
る
こ
と
。

一
．
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を

ま
ね
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参
加
し
な

い
こ
と
。

一
．
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
た

め
、
都
道
府
県
を
軸
と
し
た
保

険
者
の
再
編
・
統
合
を
推
進
し
、

医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
は

か
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
に
毅
然
と

し
た
姿
勢
で
臨
む
こ
と
。

　

大
会
で
は
、
は
じ
め
に
藤
原
全

国
町
村
会
長
（
長
野
県
川
上
村

長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、「
誇
り
あ
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
今
後
と
も
、
町
村
長
相
互
の

連
携
を
一
層
強
固
な
も
の
と
し
、

直
面
す
る
困
難
な
課
題
に
積
極
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

参
加
者
に
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
野
田
内
閣
総
理
大
臣

な
ど
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

町
村
長
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
青

山
佳
世
氏
が
参
加
者
を
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
町
村

行
財
政
を
め
ぐ
る
諸
問
題
解
決
に

向
け
た
八
項
目
の
決
議
案
と
、
道

州
制
の
導
入
に
反
対
す
る
特
別
決

議
を
付
議
し
、
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
三
十
五
項
目

の
大
会
意
見
も
一
括
採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
の
決
議
事
項
及
び
特
別
決

議
は
次
の
と
お
り
。

決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

　

全
国
町
村
会
は
、
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京
都

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
全
国
町
村
長
大
会
を
開
催
し
、

県
内
町
村
長
を
は
じ
め
、
全
国
の
町
村
長
な
ど
約

一
千
五
百
人
が
参
加
し
た
。

震災の早期復興などを訴える
道州制導入反対の特別決議を採択

全国町村長大会
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県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

十
一
月
九
日
、
青
森
市
の
県
共
同

ビ
ル
で
第
二
回
議
会
定
例
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
越
善
管
理
者

を
は
じ
め
議
員
等
の
市
町
村
長
八

人
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
五
件
を
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

本
会
は
十
月
三
十
一
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
理
事
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
越
善
会
長
を

は
じ
め
役
員
町
村
長
九
人
。

　

理
事
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表

彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推

薦
な
ど
三
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
と
し
て
二
名
を
推
薦

す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
九
十
三
名
を
被
表
彰

者
と
す
る
。

○
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

並
び
に
平
成
二
十
四
年
度
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
及
び
北

東
北
三
県
町
村
長
中
央
交
流
会
の

開
催
に
つ
い
て
＝
懇
談
会
は
十
一

月
二
十
日
、
研
修
会
及
び
交
流
会

は
十
一
月
二
十
一
日
、
全
国
町
村

長
大
会
終
了
後
に
開
催
す
る
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
を
求
め
る
の
件
＝
収
入
済
額

十
一
億
五
千
二
百
五
十
五
万
二
千

余
円
に
対
し
て
支
出
済
額
十
一
億

二
千
二
百
八
十
九
万
一
千
余
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
二
千
九
百
六
十
六

万
一
千
余
円
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
四
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
一

号
）
案
＝
本
組
合
各
事
業
の
前
年

度
繰
越
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

非
常
勤
職
員
災
害
補
償
事
業
は
今

後
見
込
ま
れ
る
災
害
補
償
に
充
て

る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
二
事
業
は

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
四
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
二

号
）
案
＝
市
町
村
税
滞
納
整
理
事

業
の
前
年
度
繰
越
金
の
処
分
に
つ

い
て
、
繰
越
金
の
増
額
分
を
も
っ

て
市
町
村
税
等
滞
納
整
理
負
担
金

を
減
額
補
正
し
て
調
整
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

青
森
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
＝
三
戸
郡

町
村
会
館
管
理
組
合
が
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
た
め
。

○
議
案
第
五
号　

監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
の
件

＝
任
期
満
了
の
た
め
、
古
川
六
ヶ

所
村
長
を
再
任
。

自治功労者の推薦等を決定
第５回理事会

特　別　決　議
　我々は平成20年の全国町村長大会特別決議以来、一貫して道州制の導入には反対してきた。
　なぜなら、道州と基礎自治体という二層構造を想定し、地域の実態や住民の意向を顧みるこ
となく市町村の再編を強いることとなれば、我が国にとって重要な役割を果たしてきた多くの
農山漁村の自治は衰退の一途を辿り、ひいては国の崩壊につながるからである。
　現存する町村と多様な自治のあり方を決して否定してはならない。
　一方、これまでの道州制論議は、国民的な議論がない中で、現行の都道府県制度のどこにど
ういう問題があるのか、道州制は一体何をもたらすのか、道州制での国と道州、基礎自治体の
具体的な役割、税財政制度等について明らかにされないまま、あたかも今日の経済社会の閉塞
感を打破しうるような変革の期待感だけを先行させ、主権者たる国民の感覚からは遊離したも
のとなっている。
　道州制は、地方分権の名を借りた新たな集権体制を生み出すものである。また、税源が豊か
で社会基盤が整っている大都市圏へのさらなる集中を招き、地域間格差は一層拡大する。加え
て、道州における中心部と周縁部の格差も拡がり、道州と住民の距離が遠くなって、住民自治
が埋没する懸念すらある。
　もとより、どの地域においても国民一人ひとりが安心して暮らすことのできる国土の多様な
姿に見合った多彩な市町村の存在こそが地方自治本来の姿であり、この国の活力の源泉である
ことを忘れてはならない。
　よって、我々は、改めて道州制の導入に反対していく。

　　平成24年11月21日
全国町村長大会

理事会の様子

23
年
度
の

決
算
を
認
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

北
東
北
三
県
町
村
長

中
央
研
修
会

　

本
会
、
岩
手
県
町
村
会
、
秋
田

県
町
村
会
は
、
十
一
月
二
十
一
日
、

三
者
合
同
に
よ
り
、
東
京
都
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
北
東
北

三
県
町
村
長
中
央
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
各
県
町
村
長
及

び
事
務
局
長
等
約
八
十
人
。

　

研
修
会
で
は
、
越
善
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
が
「
時
局
展

望
」
と
題
し
講
演
し
た
。
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本
会
は
十
月
二
十
六
日
、
青
森

市
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
青

森
で
第
二
回
空
き
家
対
策
に
係
る

町
村
自
治
振
興
会
議
を
開
催
し
た
。

　

本
会
議
は
、
本
会
の
新
た
な
事

業
と
し
て
、
県
内
町
村
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
町
村
間

で
連
携
し
な
が
ら
現
状
と
問
題
点

を
洗
い
出
し
、
課
題
解
決
に
向
け

調
査
研
究
を
行
い
、
町
村
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す

　

本
会
は
十
月
三
十
一
日
、
青
森

市
の
県
共
同
ビ
ル
で
負
担
金
等
委

員
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
越

善
会
長
を
は
じ
め
委
員
の
町
村
長

八
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

二
十
五
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
四
十
八
団
体
（
対
前

年
度
比　

三
団
体
減
）
で
、
総
額

九
千
八
百
四
十
九
万
二
千
七
百
五

十
円
（
対
前
年
度
比
二
百
万
四
千

五
百
四
十
円
減
）
の
申
請
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
二
十
五
年
度
の
負

担
額
は
、
申
請
額
通
り
決
定
し
た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的

や
事
業
の
抜
本
的
な
検

討
・
協
議
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事

項
を
申
し
入
れ
す
る
こ
と

と
し
た
。

１
．
予
算
に
お
け
る
繰
越

金
等
を
含
め
た
団
体
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

抜
本
的
な
見
直
し
を
し
、

更
な
る
経
費
節
減
に
努

め
、
町
村
負
担
金
の
減

額
に
向
け
て
賦
課
基
準

の
見
直
し
等
を
行
う
こ

と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本

会
へ
の
申
請
額
を
上
限
と
し
、

事
業
費
等
の
増
額
に
連
動
し
町

村
負
担
総
額
を
増
額
し
な
い
こ

と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
の
減
少
に
伴

い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額
し

な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基
準

と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場
合

は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を
維

持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の
単

価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

る
も
の
。「
空
き
家
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
本
会
議

は
、
九
月
の
第
一
回
に
続

き
今
回
で
二
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

会
議
に
は
、
各
町
村
担

当
者
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
青
森
公
立
大

学
経
営
経
済
学
部
の
天
野

巡
一
教
授
、
ま
た
、
県
か

ら
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
市
町
村
振
興
課
を
は
じ

め
、
空
き
家
対
策
関
係
課

な
ど
約
五
十
人
が
出
席
し

た
。

　

会
議
で
は
、
具
体
的
な

条
例
制
定
に
係
る
検
討
と

し
て
、
県
内
で
い
ち
早
く
空
き
家

対
策
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い

る
中
泊
町
の
秋
元
総
務
課
長
が
、

同
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
事
務
局
よ
り
地
方
公

共
団
体
の
条
例
に
よ
る
空
き
家
等

の
定
義
、
規
制
的
手
法
及
び
誘
導

的
手
法
等
の
例
に
つ
い
て
説
明
し
、

こ
れ
ら
を
基
に
参
加
者
に
よ
る
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
検
討

第
二
回
町
村
自
治
振
興
会
議

25
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

負
担
金
等
委
員
会

25年度法令外負担金を審議

法令外負担金承認額の概要

25年度
承認団体 承認額

48団体 98 ,492 ,750円

24年度
承認団体 承認額

51団体 100 ,497 ,290円

増減
団体数 金額

△３団体 △2,004 ,540円

会議には各町村担当者等約50人が参加
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意
見
交
換
で
は
、
空
き
家
の
撤

去
だ
け
で
は
な
く
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
有
効
活
用
の
観
点
、

空
き
家
所
有
者
の
範
囲
な
ど
幅
広

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
規
制
的
手

法
と
誘
導
的
手
法
を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
、
環
境
の
適
正
化
、

住
環
境
の
適
正
化
を
図
る
と
い
う

位
置
付
け
で
、
条
例
、
対
策
を
練

り
直
し
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

十
月
三
十
一
日
、
青
森
市
の
ア
ッ

プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
市
町
村
長
等

特
別
研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
市
町
村
長
や
幹
部
職
員
等
約

百
五
十
人
。

　

は
じ
め
に
、
越
善
会
長
が
「
住

民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
の
役
割

は
よ
り
一
層
増
し
て
お
り
、
住
民

本
位
の
施
策
等
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
最
近
の

竹
島
や
尖
閣
諸
島
の
領
土
を
め
ぐ

る
外
交
問
題
に
よ
る
様
々
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
、
政
府
の
対
応
等
を

注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
作
家
の
手
嶋
龍
一
氏
が

「
動
乱
の
東
ア
ジ
ア
〜
周
辺
国
の

攻
勢
と
日
米
同
盟
〜
」
と
題
し
講

演
し
た
。

　

手
嶋
氏
は
、
米
大
統
領
選
挙
の

行
方
を
展
望
。
勝
敗
の
決
め
手
は

経
済
の
動
向
と
し
、
と
り
わ
け
失

業
率
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
尖
閣
諸
島
問
題
や
竹
島

問
題
等
で
の
日
中
韓
情
勢
の
分
析

の
折
、
と
も
に
情
報
と
翻
訳
さ
れ

る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
相
違
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
は
、
膨

大
な
一
般
情
報
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
海
か
ら
、
貴

重
な
情
報
の
原
石
を
選
り

抜
い
て
そ
の
真
贋
を
確
か

め
、
周
到
な
分
析
を
加
え
、

情
報
が
意
味
す
る
全
体
像

を
描
き
出
す
こ
と
。
そ
し

て
、
組
織
の
か
じ
取
り
を

委
ね
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が

決
定
的
な
決
断
に
踏
み
切

る
に
当
た
っ
て
役
立
つ
よ

う
精
選
さ
れ
た
情
報
が
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま

た
、
情
報
収
集
、
情
報
分
析
、
情

報
精
査
等
の
一
連
の
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
が
機
能
す
る

か
否
か
が
決
定
的
な
違
い
に
な
っ

て
く
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
経
済

連
携
の
枠
組
み
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
６
の
構
図
が
あ
る

と
し
、
世
界
第
三
の
経
済
大
国
で

あ
る
日
本
の
選
択
肢
は
、
米
を
盟

主
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
の
か
、
ま
た

は
中
国
を
核
と
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
６
な
の
か
、
日
本
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
選
択
に
迫
ら
れ
て
い

る
、
な
ど
と
述
べ
た
。

る
な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

空
き
家
対
策
は
、
暴
風
に
よ
る

屋
根
の
ト
タ
ン
等
の
飛
散
及
び
家

屋
の
倒
壊
に
よ
る
隣
接
す
る
住
宅

へ
の
被
害
や
道
路
封
鎖
へ
の
懸
念
、

今
冬
の
豪
雪
に
よ
る
倒
壊
な
ど
、

住
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
た

め
の
防
災
、
防
犯
対
策
上
、
県
内

町
村
に
お
い
て
も
、
ま
す
ま
す
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

手
嶋
龍
一
氏
を
講
師
に
迎
え

市
町
村
長
等
特
別
研
修
会
を
開
催

手嶋龍一氏が外交をテーマに講演

研修会には市町村長等約150人が参加

アドバイザーを務める
青森公立大学の
天野巡一教授

中泊町の条例（案）を
基に意見交換
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任
期
満
了
に
伴
う
田
舎
館
村
長
選

挙
は
、
十
月
二
十
八
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
現
職
の
鈴
木
孝
雄
氏

（

75）

が
、
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
深
浦
町
長
選
挙

は
、
十
一
月
二
十
日
、
告
示
さ
れ
、

現
職
の
吉
田
満
氏
（
59
）
が
、
無
投

票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
横
浜
町
長
選
挙

は
、
十
一
月
二
十
七
日
、
告
示
さ
れ
、

現
職
の
野
坂
充
氏
（
61
）
が
、
無
投

票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長
、
町
観
光
協

会
長

田
舎
館
村
長　

鈴す
ず

木き　

孝こ
う

雄ゆ
う　

氏

深
浦
町
長　

吉よ
し

田た　
　

満み
つ
る　

氏

横
浜
町
長　

野の

坂ざ
か　

　

充み
つ
る　

氏

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
本
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
十
月
十
七
日
、
青
森
市

の
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
県
市

町
村
広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の

広
報
広
聴
担
当
者
約
四
十
人
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
は
じ
め
に

二
十
四
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
を
行
い
、
広
報
紙
総
合
の
部

特
選
の
中
泊
町
及
び
準
特
選
の
三

沢
市
を
は
じ
め
、
広
報
紙
、
写
真
、

映
像
各
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
修

め
た
各
団
体
に
対
し
、
表
彰
状
を

授
与
し
た
。

　

研
修
で
は
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ

ア
ブ
レ
ー
ン
代
表
で
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
広
報
紙
部
門
及
び
写

真
部
門
審
査
委
員
の
吉
村
潔
氏

が
「
地
域
に
輝
き
、
地
域
を
つ
な

ぐ
広
報
紙
づ
く
り
〜
広
報
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
〜
」
と
題
し
、
講
演

し
た
。

　

吉
村
講
師
は
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
委
員
と
し
て
の
経
験

等
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
広
報
紙

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
や
実
務
的
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
説
明
し
、

そ
の
中
で
、「
広
報
の
目
的
、
ね

ら
い
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
広

報
活
動
に
計
画
性
が
生
ま
れ
、
紙

面
づ
く
り
や
ペ
ー
ジ
配
分
も
変

わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
読
者
視
点

と
作
り
手
視
点
を
持
ち
、『
読
め

ば
わ
か
る
』
と
い
う
発
想
を
捨
て
、

最
初
か
ら
『
読
む
気
に
な
る
』
広

報
を
目
指
す
べ
き
」
な
ど
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、「
企
画
発
想
の
際

に
は
、
た
だ
の
『
説
明
』
に
な
ら

な
い
よ
う
、
素
材
や
モ
チ
ー
フ
を

編
集
し
な
が
ら
全
体
の
構
成
（
ス

ト
ー
リ
ー
）
を
つ
く
り
、
情
報
や

キ
ー
ワ
ー
ド
を
分
類
・
整
理
し
な

が
ら
紙
面
を
構
成
し
て
い
く
こ
と

で
、
紙
面
の
最
適
化
が
図
ら
れ
、

手
に
と
っ
て
読
み
た
く
な
る
広
報

紙
に
な
る
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

　

研
修
後
半
は
、
県
内
市
町
村
広

報
紙
四
紙
を
題
材
に
広
報
紙
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
行
い
、
参
加
者
は
今
後

の
広
報
紙
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

最
後
に
、
連
絡
事
項
と
し
て

県
広
報
広
聴
課
よ
り
今
年
度
の

年
間
重
点
広
報
計
画
の
概
要
や
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し

た
「
青
森
県
庁
ラ
イ
ブ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
あ
お
も
り
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
・

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
ほ
か
、
事
務
局
が
本

協
議
会
の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

魅
力
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て

広
報
広
聴
担
当
者
研
修
会

市町村の広報広聴担当者約40人が参加

広報アドバイザーの吉村潔氏が講演

町
村
長
選
挙
結
果
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任
期
満
了
に
伴
う
三
戸
町
長
選
挙

は
、
十
一
月
十
八
日
、
投
開
票
が
行

わ
れ
、現
職
の
竹
原
義
人
氏
（
62
）
が
、

再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
大
間
町
長
選
挙

は
、
十
二
月
十
八
日
、
告
示
さ
れ
、

現
職
の
金
澤
満
春
氏
（
62
）
が
、
無

投
票
で
三
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
助
役
、
町
企
画
調
整
課

長

三
戸
町
長　

竹た
け

原は
ら　

義よ
し

人と　

氏

大
間
町
長　

金か
な

澤ざ
わ　

満み
つ

春は
る　

氏

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成25年１月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 小　　鹿　　正　　義 S 6. 2.18 ３ 25.10.12 阿　　部　　義　　治
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ２ 25. 4.23
蓬 田 村 古　　川　　正　　隆 S22. 6. 2 ４ 25.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 １ 25.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 本　　田　　満　　生

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ２ 26. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 １ 26. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S 4.11. 7 10 26. 8.20 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ４ 25. 4.23

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 杉　　田　　三　　生
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ２ 25. 4.23 大　　平　　　　　均
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 １ 25. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 １ 26. 3.25 西　　館　　芳　　信
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S 9. 5.28 ３ 26. 7. 6 戸　　田　　　　　衛

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ４ 25. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S26.11.25 ３ 25. 4.21

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ４ 26. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ２ 25.12.23 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ２ 25. 5.28 横　　田　　孝　　夫

平
成
25
年
町
村
長
の
選
挙
一
覧
（
月
日
は
任
期
満
了
日
）

東 

通 

村　

 

４
月
12
日

佐 

井 

村　

 

４
月
21
日

外
ヶ
浜
町　

 

４
月
23
日

中 

泊 

町　

 
 

４
月
23
日

七 

戸 

町 

４
月
23
日

東 

北 

町 

４
月
23
日

新 

郷 

村 

５
月
28
日

今 

別 

町 

10
月
12
日

蓬 

田 

村 

11
月
８
日

階 

上 

町 

12
月
23
日

鰺
ヶ
沢
町 

12
月
26
日
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ま

ち
づくりへ

の
 

上北郡

おいらせおいらせ町町
ちょうちょう

お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ

総
合
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進

看
板
郷
土
料
理
に
「
だ
る
ま
芋
へ
っ
ち
ょ
こ
汁
」

　

お
い
ら
せ
町
は
、
平
成
十
八
年
三
月
に
百
石
町
と
下
田
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
新
町
名
「
お
い
ら
せ
」
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

を
活
か
し
、
奥
入
瀬
川
流
域
の
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
、
豊
富
な

地
域
資
源
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く
た

め
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

お
い
ら
せ
町
は
、
平
成
十
八
年

の
合
併
を
機
に
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
に
取
組
ん
で
き
ま
し

た
。
以
前
は
、
農
産
物
や
そ
の
加

工
品
、
あ
る
い
は
観
光
な
ど
様
々

な
資
源
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ

れ
個
別
の
事
業
展
開
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
ア
ピ
ー
ル

度
も
弱
く
、
全
体
的
な
波
及
効
果

が
期
待
で
き
な
い
、
も
っ
と
総
合

的
な
取
組
み
を
と
、
平
成
十
八
年

度
に
「
お
い
ら
せ
タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
計
画
」、
十
九

年
度
に
は
「
お
い
ら
せ
町
地
域
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」
を
策
定
。「
お
い

ら
せ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
国
発

信
で
き
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く

ろ
う
、
そ
れ
を
地
域
づ
く
り
に
、

産
業
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
町

総
合
計
画
に
位
置
付
け
、
取
組
み

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　

　

こ
の
た
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
の
推
進
母
体
と
な
る
「
お
い

合
併
を
機
に

地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会

の
発
足

へっちょこ汁の振舞い

おいらせ野菜スイーツの販売 第１回おいらせブランド認定品
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ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）」
を
平
成
二
十
年

度
に
設
立
、
町
も
関
係
課
が
連
携

し
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
協
議
会
に
は
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
関
係
者
が
参
加
し
、

①
観
光
交
流
②
特
産
品
開
発
③
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト

（
鮭
ま
つ
り
な
ど
）
と
農
業
体
験

を
絡
め
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実

施
や
地
元
産
品
を
使
っ
た
新
た
な

特
産
品
の
開
発
、
販
売
ル
ー
ト
の

開
拓
、
認
定
品
制
度
の
創
設
な
ど

で
す
。
ま
た
、
都
心
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
店
し
商
品
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら

評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

二
十
一
年
度
に
は
、
お
い
ら
せ

ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
制
定
。
地
場
産
品
の
認
定
審
査

を
行
い
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
認

定
品
と
し
て
専
用
サ
イ
ト
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
町
商
工
会

を
中
心
に
、
町
内
の
生
産
者
と
製

菓
事
業
者
と
が
連
携
し
て
、
お
い

ら
せ
町
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
素
材

に
生
か
し
た
「
お
い
ら
せ
野
菜
ス

イ
ー
ツ
」
を
開
発
。
翌
二
十
二
年

度
か
ら
、
町
内
で
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

ま
た
二
十
三
年
度
に
は
、
県
立

百
石
高
等
学
校
食
物
調
理
科
の
生

徒
と
連
携
し
、
新
た
な
看
板
郷
土

料
理
と
し
て
「
お
い
ら
せ
だ
る
ま

芋
へ
っ
ち
ょ
こ
汁
」
を
開
発
。
今

年
度
は
料
理
レ
シ
ピ
の
要
と
な
る

「
だ
る
ま
芋
へ
っ
ち
ょ
こ
」
の
商

品
化
を
図
る
と
と
も
に
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
で
の
販
売
を
行
い
、
ご
当

地
グ
ル
メ
の
一
つ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を

強
化
、
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

だ
る
ま
芋
は
ナ
ガ
イ
モ
の
一
種

で
、
ナ
ガ
イ
モ
に
比
べ
て
粘
り
と

甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
。
ふ
か
し

て
か
た
く
り
粉
と
合
わ
せ
て
団
子

に
し
、
す
い
と
ん
風
に
仕
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
十
二
月
か
ら
は
、
お

い
ら
せ
だ
る
ま
芋
へ
っ
ち
ょ
こ
汁

の
町
内
飲
食
店
で
の
提
供
と
、
家

庭
用
に
商
品
化
し
、
販
売
を
始
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
県
立
百
石
高
等

学
校
食
物
調
理
科
で
は
、
へ
っ

ち
ょ
こ
の
ほ
か
に
だ
る
ま
芋
を

使
っ
た
せ
ん
べ
い
、
ピ
ザ
な
ど
の

商
品
化
に
向
け
た
取
組
み
も
行
わ

れ
て
お
り
、
今
後
の
更
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
二
十
四
年
度
に
は
、
雇
用

復
興
推
進
事
業
を
活
用
し
て
旧
百

石
地
区
商
店
街
に
、
地
場
産
品
直

販
店
「
街
な
か
サ
ロ
ン
お
い
ら
せ

屋
」
を
オ
ー
プ
ン
。
中
心
市
街
地

の
活
性
化
も
視
野
に
、
新
た
な
取

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
成
果
は
一
朝

一
夕
に
結
果
が
出
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
お
い
ら
せ
町
で
は
、

今
後
も
継
続
的
な
取
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
地
域
づ
く
り
及
び

産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
い
ら
せ

町
役
場
企
画
課
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

【
０
１
７
８
（
５
６
）
４
７
０
１
】

ブ
ラ
ン
ド
品
の
認
定
と

お
い
ら
せ
野
菜
ス
イ
ー
ツ

「
お
い
ら
せ
だ
る
ま
芋

へ
っ
ち
ょ
こ
汁
」
の
開
発

中
心
市
街
地
活
性
化
と

今
後
の
展
開食物調理科の杉浦君（写真中央）

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

お
い
ら
せ
屋
店
内
の
様
子

　クリエイティブ・コンセプト
おいらせ、清らか

　ブランドの物語
清流。清風。清海。流れに育まれたおいら
せの大地。
清らかな想いが、自然と人々に広がってい
ます。

　キーワード
清流に育まれた田園、清涼な気候、清新な
町民気質、清潔な行楽地／街

おいらせだるま芋へっちょこ汁

おいらせブランド
シンボルデザイン
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町 村 ト ピ ッ ク ス

鰺
ヶ
沢
名
物
『
ヒ
ラ
メ
の

ヅ
ケ
丼
』
を
召
し
上
が
れ
♪

お
い
し
い
！
ヘ
ル
シ
ー
！

も
ず
く
う
ど
ん

　昨年７月から操業を開始した「深
浦町農水産物加工場」では、１次加
工品の提供の他、独自ブランド商品
として「深浦素材」を開発しました。
深浦産のタイや山なめこ、ふかうら
雪人参など地域農水産物を使用した
カレーやジャム等を、ウェスパ椿山
及びアオーネ白神十二湖で販売中で
す。
　深浦がギュッと詰まった商品を、
ぜひ一度ご賞味ください。

西津軽郡

ふ
か
う
ら
ま
ち

深
浦
町

問い合わせ先　一般財団法人深浦町食産業振興公社
　　　　　　　TEL 0173-82-0344

深
浦
素
材　

展
開
中
！

西津軽郡

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

鰺
ヶ
沢
町

　ほぼ一年を通して水揚げされる鰺ヶ
沢産ヒラメは、白神山地の清流が流れ
込む日本海が育んだ一品。その鰺ヶ沢
産ヒラメを贅沢にヅケにし、たっぷり
とご飯にのせた鰺ヶ沢町の新名物、そ
れが『ヒラメのヅケ丼』です。
　ヅケダレは店舗ごとに工夫を凝らし
ており、現在約10店舗で味わうことが
できます。
　冬のヒラメは身が締まり、まさに今
が旬！ぜひお試しください。問い合わせ先　鰺ヶ沢町地域資源活用推進協議会（町役場産業振興課内）

　　　　　　　TEL 0173-72-2111（内線 255、256）

問い合わせ先　道の駅いまべつ　半島プラザ「アスクル」
　　　　　　　TEL0174-31-5200

　今別町で採れた新鮮なもずくを乾
燥・粉末にして、うどん生地に練り
込んだ「もずくうどん」は、ミネラル・
カルシウム・マグネシウムが豊富で、
抗ウイルス作用があるフコイダンが
含まれる健康食品です。道の駅いま
べつ半島プラザ「アスクル」の食堂
で食べる事ができ、お土産用もご用
意しています。健康志向の方や、女
性には特にお勧めです！ 東津軽郡

い
ま
べ
つ
ま
ち

今
別
町

■営業期間
　平成24年12年22日（土）～平成25年３年17日（日）予定
　※積雪状況によっては変更となる場合もあります。
■営業エリア　国際エリア
■営業時間　午前８時30分～午後５時
※気象状況、その他により、営業開始時間及び終了時間を変更する
場合もあります。

■リフト料金　
　●リフト１回券 300円（大人） 250円（小人・シニア）
　●１日券（土・休日）　3,000円（大人）　2,300円（小人・シニア）
　●１日券（平日）　2,700円（大人）　1,800円（小人・シニア）
【お得な情報】
リフト11回券や、５時間券などもあります。
毎週土曜日は「キッズワンコインデー」リフト料金が500円（中学生以下）
毎月第三日曜日は「スキーこどもの日」小学生以下はリフト・スキー
レンタルが半額
［問い合わせ先　大鰐温泉スキー場　管理事務所　TEL 0172-49-1023］

南津軽郡

お
お
わ
に
ま
ち

大
鰐
町

大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

し
ち
の
へ
ホ
ワ
イ
ト
バ
ト
ル

２
０
１
３

　「野辺地町駅前のにぎわい創出と雪
に親しむ」をテーマにして２月２日
（土）、野辺地駅隣の観光物産ＰＲセン
ターを会場にして「のへじ停車場ラン
タンまつり」が開かれます。当日は、
雪のランタン作りコンテストやライブ
ステージ、屋台村、赤ちょうちんなど
が予定されています。日暮れ時にはラ
ンタンへの点灯式も行われ、ランタン
の淡い光と心地よい音楽の中で仲間と
一杯傾けてみてはいかがですか。

上北郡

の
へ
じ
ま
ち

野
辺
地
町

ラ
ン
タ
ン
の
灯
り
と

音
楽
で
一
杯
い
か
が

　しちのへホワイトバトル2013を、
２月３日（日）に七戸町中央公園内
で開催します。
　ホワイトバトルは７人対７人で行
われる雪合戦で、シェルターという
壁を使いながら競います。
　相手の旗を奪うのか、雪玉を当て
て全員アウトにさせるのか、タイム
アップまで粘るのか、様々な勝利へ
の戦略が参加者だけでなく観る者も
興奮させてくれます。

上北郡

し
ち
の
へ
ま
ち

七
戸
町

問い合わせ先　七戸町役場商工観光課
　　　　　　　TEL 0176-62-2137

　牛にとって快適な環境で育てられ
た黒毛和種『東通牛』は、肉質、味
ともに絶品！
　平成24年10月に長崎県で開催され
た「全国和牛能力共進会」でも上位
に入賞するなど、全国でも高い評価
をいただきました。
　その良質の肉をじっくりと乾燥さ
せて造った「ビフテキジャーキー」
をはじめとする加工品も多数あり、
お土産、贈答用に最適です。ぜひご
賞味ください！

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

問い合わせ先　（社）東通村産業振興公社
　　　　　　　TEL 0175-47-2115

上
質
な
味
わ
い
が自

慢
の
東
通
牛

問い合わせ先　のへじ停車場まつり実行委員会
　　　　　　　TEL 0175-64-3316

　三戸町の農家の皆さんが育てた、
新鮮な野菜や果物、加工品などを多
数取りそろえています。
　食堂スペースでは、地元のお母さ
んたちが作るひっつみ定食（500円）
が大人気。ダシのきいた汁に、練っ
た小麦粉を手で引っ張り入れたひっ
つみは、優しくほっとする味で、体
を温めてくれます。郷土食の串餅も
実演販売しています。ぜひ、お越し
ください。

三戸郡

さ
ん
の
へ
ま
ち

三
戸
町

問い合わせ先　ＳＡＮ・ＳＵＮ産直ひろば
　　　　　　　TEL 0179-22-3266

旬
の
お
い
し
い
！
が
い
っ
ぱ
い

「
Ｓ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｕ
Ｎ
産
直
ひ
ろ
ば
」
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　33％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

　

本
会
は
十
月
中
旬
か
ら
十
一
月

上
旬
に
か
け
て
、
県
内
八
地
区
で
、

関
係
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合

等
を
対
象
に
、
災
害
共
済
関
係
事

業
地
区
別
事
務
打
合
会
を
開
催
し

た
。
打
合
会
で
は
、
事
務
局
か
ら

各
事
業
の
制
度
内
容
及
び
加
入
推

進
に
関
し
て
説
明
し
、
本
会
共
済

事
業
の
加
入
推
進
へ
の
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

開
催
日
及
び
対
象
地
区

十
月
十
五
日
（
月
）

　

上
北
郡
・
三
沢
市
・
十
和
田
市

十
月
十
六
日
（
火
）

　

上
北
郡
・
三
沢
市
・
十
和
田
市

十
月
十
七
日
（
水
）

　

中
南
郡
・
黒
石
市
・
平
川
市

十
月
二
十
三
日
（
火
）

西
北
郡
・
五
所
川
原
市
・
つ
が

る
市

十
月
二
十
四
日
（
水
）

西
北
郡
・
五
所
川
原
市
・
つ
が

る
市

十
月
二
十
五
日
（
木
）

　

三
戸
郡

十
月
三
十
日
（
火
）

　

下
北
郡
・
む
つ
市

十
一
月
一
日
（
木
）

　

東
郡
・
青
森
市

主
な
打
合
事
項

１　

生
協
自
動
車
共
済
車
両
保
険

及
び
生
協
特
定
疾
病
保
険
に
つ

い
て

２　

平
成
二
十
四
年
度
災
害
共
済

事
業
に
つ
い
て

３　

平
成
二
十
四
年
度
公
共
建
物

火
災
予
防
及
び
交
通
安
全
運
動

の
実
施
要
綱
に
つ
い
て

４　

平
成
二
十
四
年
度
全
国
町
村

職
員
生
活
協
同
組
合
共
済
事
業

加
入
推
進
運
動
実
施
要
綱
に
つ

い
て

５　

個
人
年
金
共
済　

平
成

二
十
五
年
新
規
・
更
新
加
入
の

取
扱
に
つ
い
て

６　

任
意
生
命
共
済　

平
成

二
十
五
年
新
規
・
更
新
加
入
の

取
扱
に
つ
い
て

７　

職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共

済　

平
成
二
十
五
年
一
月
継
続

の
取
扱
に
つ
い
て

８　

自
動
車
事
故
に
つ
い
て

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

共
済
事
業
地
区
別
事
務
打
合
会
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

　

本
会
が
設
立
に
携
わ
っ
た
市
町

村
職
員
等
の
自
主
研
究
会
の
う
ち
、

上
十
三
地
域
づ
く
り
研
究
会
並
び

に
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会
は
本

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
十
一
月

十
七
日
、
十
和
田
市
の
奥
入
瀬
渓

流
ホ
テ
ル
で
「
市
町
村
職
員
自
主

研
究
」
講
演
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
両
研
究
会
会
員
の
ほ
か
、

県
内
市
町
村
職
員
等
約
四
十
人
。

　

本
講
演
会
の
開
催
は
、
今
年
で

三
回
目
。
昨
今
、
住
民
に
身
近
な

課
題
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
住
民
自
ら
解
決
し
て
い

く
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
住
民
と
行

政
が
協
力
連
携
す
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演

及
び
鼎
談
を
行
っ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
両
研
究
会
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
青
森
公
立
大

学
経
営
経
済
学
部
の
天
野
巡
一
教

授
が
所
属
し
て
い
る
自
主
研
究
会

で
長
年
に
わ
た
り
共
に
活
動
し
て

き
た
、
元
武
蔵
野
市
都
市
開
発
部

長
の
伊
藤
隆
造
氏
並
び
に
元
国
分

寺
市
開
発
担
当
部
長
で
獨
協
大
学

法
学
部
兼
任
講
師
の
小
口
進
一
氏

が
「
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し

講
演
し
た
ほ
か
、「
ま
ち
づ
く
り

と
住
民
」
と
題
し
て
、
天
野
教
授
、

伊
藤
氏
、
小
口
氏
に
よ
る
鼎
談
が

行
わ
れ
た
。

アドバイザーの天野巡一教授

鼎談の様子

「
市
町
村
職
員
自
主
研
究
」
講
演
会

自
主
研
修
で
資
質
向
上
を
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飯
いい

田
だ

　浩
こう

一
いち

風間浦村長

プロフィール

村議会副議長。現在１期目。
52歳。

『
風か

ざ

間ま

浦う
ら

鮟あ
ん

鱇こ
う

』
を

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
！

　

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
、
風
間
浦

村
は
、
津
軽
海
峡
の
水
平
線
に
、

北
海
道
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
、

自
然
豊
か
な
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る

人
が
住
む
、
私
の
生
ま
れ
育
っ
た

ふ
る
さ
と
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
車
好
き
が

高
じ
て
、
い
つ
の
間
に
か
、
小
さ

な
車
修
理
工
場
の
主
と
な
っ
て
い

た
私
で
す
。

　

地
方
自
治
に
係
る
友
人
と
語

り
合
う
機
会
が
多
く
、
い
つ
し

か
、
自
分
も
政
治
の
世
界
へ
の
興

味
・
好
奇
心
が
脈
々
と
湧
き
上
が

り
、
三
十
四
歳
と
な
っ
た
平
成
七

年
、
村
議
会
議
員
へ
立
候
補
し
、

多
く
の
方
の
ご
支
持
を
い
た

だ
き
、
初
当
選
し
ま
し
た
。

以
来
、
三
期
十
二
年
の
議
員

活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

当
選
当
時
、
血
気
あ
ふ
れ

る
三
十
代
の
私
は
、
言
い
た

い
こ
と
は
は
っ
き
り
言
う
、

思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
行
動
す

る
と
い
う
性
格
で
、
先
輩
議

員
方
に
は
、
迷
惑
な
存
在
で

あ
っ
た
ろ
う
と
今
、
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
、

村
長
に
就
任
し
、
十
二
年
の

議
員
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

村
政
運
営
に
邁
進
し
、
ま
も

な
く
、
丸
二
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
、
漁
業
と
観
光
の
連
携

を
図
る
た
め
、
特
産
品
と
し

て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て

い
る
『
風
間
浦
鮟
鱇
』
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

グ
ロ
テ
ス
ク
な
容
姿
で

「
視
覚
」
を
刺
激
し
、
肝
と

白
身
は
、
冬
の
「
味
覚
」
と

し
て
何
と
も
言
え
な
い
「
記

憶
」
を
残
す
『
鮟
鱇
』
に
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た

戦
略
で
す
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
の
運

営
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

続
く
中
で
も
、
高
年
齢
者
の
方
々

を
守
り
、
地
域
を
支
え
る
次
世
代

の
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
政
策

に
力
を
注
い
で
い
く
た
め
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
足
、

保
育
所
の
民
営
化
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
下
風
呂
の
活
イ
カ

備
蓄
セ
ン
タ
ー
前
で
、
早
朝
よ
り

有
志
の
皆
さ
ん
が
、
特
産
物
の
販

売
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
地
場
産
業
の
振
興
を
め
ざ
し
、

蛇
浦
地
区
の
布
海
苔
発
祥
の
地
記

念
公
園
の
一
角
に
、
地
場
産
物
の

直
売
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
』
を
肝

に
命
じ
、職
員
に
対
し
て
も
、チ
ャ

ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
、
自
分
に

役
立
て
て
、
そ
れ
が
自
ず
と
村
の

た
め
、
村
民
の
た
め
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

常
に
住
民
の
目
線
に
た
ち
、
地

域
と
行
政
の
協
働
体
制
の
確
立
を

目
指
し
、
将
来
に
わ
た
り
、
元
気

な
風
間
浦
村
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
村
民
と
共
に
考
え
、
知
恵
を

出
し
合
い
『
住
み
良
い
元
気
な
未

来
の
村
づ
く
り
』
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「風間浦鮟鱇」まつりは来場者で大盛況

「風間浦鮟鱇」の雪中切り実演の様子


